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Q 1 おたふくかぜワクチン接種後の無菌性髄膜炎の発生頻度はどれくらいでしょうか。

発生頻度としては，MMRワクチン接種後の無菌性髄膜炎の頻度が1,200人に１人（0.08％）程度と

いわれています。神経症状への関心の程度や髄液検査を行う頻度にも影響されるので，正確な頻度を出すこ

とは困難です。症状は比較的軽く，後遺症は残りません。MMRワクチン接種後の無菌性髄膜炎発症率の0.08

％は決して低い率とはいえませんが，自然感染により発症する髄膜炎の発生率が約４～６％程度であること

を考えれば，ワクチンにより予防した方が髄膜炎の頻度は低いと考えられます。日本外来小児科学会で単味

のおたふくかぜワクチン接種後の調査が行われましたが，その報告によると，ワクチン接種後の無菌性髄膜

炎の発生率は約2,100人に１人とされています。

　実施にあたっては，この点に関する十分な説明が必要です。

A

Q 2 卵アレルギーのある子どもへの接種は気をつける必要がありますか。

ウイルスを培養するためにニワトリの胎児細胞を使っていますが卵そのものは使用しておりません

ので，卵アレルギーのある子どもにも接種が可能です。ただし，卵に限らず強いアレルギー症状を有する子

どもには，問診を含む予診を十分に行い，接種医師が可否を判断します。

A


